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▽
愛
知
県
下
で
最
も
留
学
生
が
多

い
私
大

「
二

一
世
紀
初
頭
に
留
学
生

の
受
入
れ
規
模
を
先
進
諸
国
並
み
と
す

る
」
と
い
う
留
学
生
受
入
れ
十
万
人
計
画
の
達
成
期
限
が
目
前
に
迫
っ
た

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
政
府
は
そ
れ
ま
で
漸
増
で
あ
っ
た
日
本
留
学
の
増

加
ス
ピ
ー
ド
に
拍
車
を
か
け
た
。
九
九
年
に
五
万
五
七
五
五
人
だ
っ
た
留

　
　

　

学

生

は
〇

三
年
度

に

は
倍

の

一
〇

万

九
五

〇

八
人

と
な

り
、

そ

の
目

標
を

達

成

し
た

(
図

1
)
。

こ
の
急
増

を

可
能

に
し

た

の
は
、
当

時
全

体

の
約

八
割

を
占

め

て

い
た
私
費

留

学
生

で
あ

る
。

政
策

は
、

立
案
当

初

か
ら
十

万
人

の
九

割
を
私

費
留

学
生

と
設

定

し
、

国
費

留

学
生

を
そ

の
呼
び

水

と

し

て
位
置

づ

け
た
。

し
か

し
、
実

際

は
、

私
費

留

学
生

の
動

き
が
国

費
留

学
生

と
連

動

せ
ず

、

目
論
見

ほ
ど
増

加

し
な

か

っ
た
。

そ

の
た

め
、

政
策

に
若

干

の
修
正

を
加

え
、
九

九
年

に
入
国

・
在

留

審
査

の
簡
素

化

を
実
施

し
た
。

図
1

に
見

る
通
り
、

私
費

留

学
生

は
翌

二
〇
〇

〇
年
度

か

ら
四
年

間

で
二
倍

に
な
り
、

全
体

の
約
九

割

を
占

め
る

よ
う

に
な

っ
た
。

も

ち
ろ
ん

、

こ
れ
に

は

こ
の
政

策

に
呼

応

し

た
私
立

大
学

の

一
八
歳
人

口
減
少

対
策

と

い
う
事
情

が
あ

る
。

少

子
化

の
影

、
員

数
合

わ

せ
と

い
う

消

極
的

な
受

入
れ
動

機

に
せ

よ
、
私

大

の
目

は
留

学
生

に
向

け

ら
れ
た
。

ま
た

、
留
学

生

の
送

り
出

し
国

の
事

情

も
影

響

し

て

い
る
。

出
身

国
別

に

見

る
と
中
国

出
身

の
留
学

生

が
最

も
多

く
、

近
年

の
中

国

の
目
覚

ま
し

い

経

済

発
展

が
私
費

留
学
生

急
増

に

も
貢
献

し

て

い
る
と
わ

か
る
。

次
に
、
愛
知
大
学
が
位
置
す
る
愛
知
県
の
留
学
生
受
入
れ
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
。
愛
知
県
は
東
京
都
、
大
阪
府
に
続
き
受
入
れ
数
第
三
位
で

す
ウ

あ
っ
た
が
、
〇
七
年
度
に
留
学
生
招
致
に
積
極
的
な
福
岡
県
に
抜
か
れ
、

以
降
四
位
に
な
っ
て
い
る

(J
A
S
S
O
調
べ
)。
愛
知
県
内
の
大
学
に

在
籍
す
る
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
国
際
交
流
協
会
が
県
留
学
生
交

流
推
進
協
議
会

の
資
料
を
も
と
に

「国
際
化
関
連
指
標
」
に
ま
と
め
て

ムヨ
　

い
る
。

こ
れ

に
よ

る
と
、
県
内

大

学

の
留
学

生
在

籍
者

数

は
、

図

1

の
よ

う

に
、
全

国

の
留

学

生
数

の
増

加

曲
線

と

ほ
ぼ

近

い
形

で
推

移

し

て

お

　ぐ
　

り

、
〇

八
年

度

は
五
六

九

二
人

で
あ

っ
た
。

ま

た
、

同
年

度

の
県
内

の
留

学

生
受

入

れ
大

学

は
五
六
校

あ
り

、

そ

の
う
ち
受

入

れ
総

数

が
も

っ
と
も

　　
　

多
い
の
は
名
古
屋
大
学
で
、
次
い
で
愛
知
大
学
、
そ
れ
に
名
古
屋
産
業
大

学
、
愛
知
学
院
大
学
、
名
城
大
学
が
続
き
、
こ
の
五
大
学
で
県
全
体
の
約

半
数
を
占
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、
愛
知
大
学
は
、
私
立
大
学
と
し
て
は
県

下

一
の
大
規
模
受
入
れ
校
で
あ
り
、
愛
知
県
の
大
学
に
通
う
留
学
生
の

一

三
人
に

一
人
が
愛
大
生
と
い
う
計
算
に
な
る
。

▽
や
は
り
強
い
中
国
と
の
関
わ
り

愛
知
大
学
の
留
学
生
受
入
れ
は
、

一
九
八
三
年
度
に
二
名
の
中
国
人
女

子
留
学
生
か
ら
始
ま
っ
た
。
続
い
て
大
学
院
、
短
期
大
学
部
に
お
い
て
も

ム
　
　

留
学
生
受
入
れ
が
制
度
化
さ
れ
、
八
八
年
度
に
は
留
学
生
別
科
も
開
設
さ

れ
た
。
学
部

へ
の
毎
年
の
入
学
者
数
は
、
九
〇
年
頃
か
ら
二
〇
～
三
〇
人

愛知大学への留学247



前

後

で
推
移

し

て

い
た

が
、

九

七

年

か

ら

五
〇

人

レ

ベ
ル

で
推

移

し

始

め
、
〇

二
年

か
ら
急

増

し
〇

四
年

に

一
〇
七

名

の
ピ

ー
ク
を

迎

え
た
。

そ

の
後

い

っ
た

ん
下
降

し

た
が

、
〇

八
年

か

ら
再
び

増
加

に
転

じ
、
百

人

規

模

に
戻

り

つ
つ
あ

る

(図

2
参

照

)
。

〇
九
年

度

の
愛

知

大
学

留

学
生

の
総

在
籍

数

は
四
六

〇
名

で
、
約

八

割

が
学

部

生

で
あ

る
。

校

舎

に

よ

っ
て
差

が

あ

る

が
、
全

学

生

数

で
割

る

と
、

四

・八

%

が
留

学
生

と
な

る
。

出

身

別

に
見

る
と

、
中

国
出

身

の
留

学

生

が
多

く
、

全
国

統
計

が
六
割

で
あ

る

の
に
対

し
、
愛

知

大
学

で
は
八

割

を
占

め

て
い
る
。

そ

の
要

因

は
、
愛

知
大

学
創

立

の
経

緯

に
繋

が

る
だ

ろ
う
。
愛

知
大

学

は
そ

の
前
身

が
中

国
上
海

に
設

立

さ
れ
た
東

亜

同
文

書

院

で
あ

る

こ
と

か

ら
、

創

立

以
来

、

中

国

と

の
学

術
交

流

が

活

発

で
あ

る
。

そ

の
た

め
、

中

国

で

の
知

名

度

が

他

国

で

の
そ

れ

に
比

べ

る
と
高

く

、
協
定

校

の
数

も
多

い
。

ポ

ス
ト
十
万

人
計
画

で

は
、
大

学

に

「
ア
ジ

ア

へ
の
派

遣

、
欧
米

か

ら

の
受

入

れ

の
推
進

」

を
求

め
、

そ

の
方
策

と
し

て
大
学

間
協
定

等

に

よ
る

ム
ァ
　

短
期
留
学
を
提
示
し
て
い
る
。
愛
知
大
学
も
ま
だ
小
規
模
で
は
あ
る
が
、

大
学
間
協
定
に
よ
っ
て
欧
米

・
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
短
期
留
学
生
を
受
け
入

　
は
　

れ

て

い
る
。

一
方

、
学

位

取
得

を

目
指

す
長

期
留

学
生

の
学
部
受

入

れ

も

行

っ
て
お
り

、
協
定

先

は

北
京

語

言

大

学

(全

学
部

)
、
南

通
大

学

(経

済
学

部

)
、

北
京

第

二
外

語

学

院

(
現
代

中

国
学

部

)
、

漸

江

樹

人
大

学

(国
際

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン
学
部

、

〇

八
年

度

ま

で
)
等

で
あ

る
。

ま

た
、
大

学
院

で
は
、
中

国

研
究

科

博
士

後
期

課
程

に
南
開

大
学

と
中

国
人

民
大
学

と

の
デ

ュ
ア

ル
デ

イ
グ

リ
ー

・
コ
ー

ス
が
開

設

さ
れ

て

い
る
。

結
局

、
学
位

取
得

を

希

望

す

る

の
は

ア
ジ

ア
か
ら

の
留

学
生

が
主

で
あ

る
た

め
、
在
籍

者
数

と

し

て
は

ア
ジ

ア
か

ら

の
留
学

生

が
多

く

な

る
。
留

学
交

流

の
地
域

的
均

衡

に
配
慮

は
必
要

だ

が
、

最
も
重

要

な

こ
と

は

い
か

な

る
人
物

を
優

秀

な
人
材

に
育

て
あ
げ

る

か
と

い
う
点

で
あ

る
。

ま

た
、

先
進

国

日
本

の
役
割

を
考

え

る
な

ら
、

中
東

圏

や

ア

フ
リ

カ
諸

国
か

ら

の

受

入
れ

が
欧
米

よ

り
優

先

さ

れ

る

べ
き

と

も
言

え

る
。

い
ず

れ

に
せ

よ
、

中

国
と

の
深

い
交
流

は
愛

知
大

学

の
伝
統

で
あ

り
、
誇

り
を

も

っ
て
次

に

繋

ぐ

べ
き
特

色

で
あ

る
と
自

負

し

て

い
る
。

▽
現

代
中

国
学
部

の
留

学
生

全

学
部
中

、

最
も
留

学
生

数

の
多

い
学

部

は
、
九

七
年

度

に
設

置

さ
れ

た
現

代
中

国
学
部

(
以
下
現

中

と
略

)

で
あ

る
。
当

初

三
〇
人

の
定

員
枠

を
設

け

て

い
た

た
め
、

図

2

に
見

る
よ

う
に

、
毎
年

の
入
学
者

数

は
、
大

学
全

体

の
増
減

と

ほ
ぼ

関

連

な

く
、

現

在

も

三

〇
人

台

で
推

移

し

て

い

る
。

現
中
学

部

の
定
員

が

一
八
〇

人

で
あ

る

か
ら
、

一
五

～

二
〇

%
が
留

学

生

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

ま
た

在
籍

者

数

は
、

四
学
年

揃

っ
た

二
〇
〇

〇

年
度

が
六

七
人

で
、

国

が
十

万

人

を
達
成

し
た
〇

三
年
度

に
現
中

の
留

学

生

も

一
〇

〇
人

を
達
成

し

た
。

こ
こ
数
年

は

一
四
〇
人
台

で
推

移

し
、

〇

九
年

度

は
全
留

学
生

の
三
分

の

一
に
当

た

る

一
五

五
人

で
あ

っ
た

。

さ

て
、
数
字

の
話

は
こ

の
辺

に
し

て
、

こ

こ
か
ら

は
常

日
頃
触

れ

合

っ

て

い
る

一
教

員
が

見
た

「ウ

チ

の
学
生

」

を
独
断

的

に
語

り
た

い
。

ま
ず

八
割

を
占

め
る
中

国

の
留
学

生

に

つ
い
て
述

べ
る
。

現
中

で
は

二

年

次

か
ら

「
言
語
文

化
」

「
ビ
ジ

ネ

ス
」

「国

際
関

係
」

の
三

コ
ー

ス
に
分

か
れ

る

の
だ

が
、
中

国

の
留
学

生

の
多

く

は
ビ

ジ
ネ

ス

コ
ー

ス
を
選
択

す

る
。
中

国

の
留

学
生

に
人
気

の
専
攻

は
経

営

で
、
愛

知
大

学

で
も

経
営

学

部

が

一
番

志
願

者

が
多

く

、

そ

の
分

狭

き
門

で
あ

る
。

そ

こ
で
、
経

営

に
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受

か

る
自

信

が
な

け

れ
ば
、
募

集

人

数

の
多

い
現
中

を
選

び

ビ
ジ

ネ

ス
を

学

ぶ

と

い
う
流

れ

に
な

る
。

も
ち

ろ
ん
、

そ
う

で

は
な

い
学
生

も

い
る
。

「日
本

で
唯

一
の
中

国
専

門

の
学
部

」

に
興
味

を
示

し
、

「外

か
ら
見

た
中

国
を

知

る
」

と

い
う

コ
ン
セ
プ

ト

に
共
鳴

し
た

学
生

が
、
北

海

道

か
ら
九

州

ま

で
日
本

全

国

か

ら
現

中

を
目

指

し

て
入
学

し

て
く

る
。

「
な
ぜ
中

国

人

が
中
国

に

つ

い
て
学

ぶ

の
?

何

か

の
役

に
立

つ
の
?
」

こ
れ

は
、
現

中

の
中

国
人

留
学

生

に
常

に

つ
き

ま

と

う
質

問

で
あ

る
。

以
前

、
飲

み
会

の
席

で
経

営

の
留

学
生

に
こ
う
尋

ね

ら
れ

た
現
中

の
留
学

生

は

「現
中

に

入

っ
て
、

中

国

の

こ
と
を
知

ら
な

か

っ
た

と
気

づ
く

よ
。

Q
r
S
自
分

の
中

国

に

関

す

る
知

識

の
半

分

以
上

は

現

中

で
知

っ
た

こ
と

か

な

」

と
答

え

た
。

弁
解

す

る

が
、
彼

が

こ
れ
ま

で
無

知

だ

っ
た
わ

け

で
は
な

い
。

日
本

人

も
海
外

に
出

て
初

め

て
日
本

の

こ
と
を
知

ら

な

い
自

分

に
気

づ
き

、
日

本
語

を
教

え
よ

う
と

し
た

ら
答
え

ら

れ
な

い
質
問

に
往

生

し

た
と

い
う
よ

う

な
話

を

よ
く
聞

く

が
、

こ
れ
と

同

じ
現
象

で
は
な

か

ろ
う

か
。

日
本

人

か

ら
中

国

に
関

す

る
質
問

を
さ
れ

、

現
中

で
学

ん
だ
知

識

で
説

明

す
る

こ

と

が

で
き
た

と

い
う
経

験

を
複
数

の
学

生

か

ら
聞

く
。

半
面

、

「外

か
ら

見

た

中

国
」

を

学

ぶ
過

程

で
悩

み
始

め

る
学

生

も
中

に
は

い
る
。

「愛

国

心

」

と

の
折

り

合

い
の
付

け
方

で
あ

る
。

日
中
間

の
様

々
な
問

題

に

つ

い

て
、

日
本

か

ら
見

た
、

日
本

の
解

釈

を
毎

日
講
義

で
連
続

し

て
聞

く

こ
と

が
認
知

的

、
情

緒

的
な
揺

さ

ぶ
り
と

な
り
、

中

国

で
学

ん

で
き
た
知

識
と

の
混
乱

、

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ

ィ

の
否
定

な

ど
が
起

こ
り
、

も

う
学
び

た
く

な

い
と

い
う
抵

抗

感
情

が
生

ま
れ
る

の
で
あ

る
。

こ
れ

を
乗

り
越

え

る

の

も
中

国
人

留
学

生

に

と

っ
て
の
試
練

で
あ

る
。

次

に
多

い

の
は
、
韓

国
か

ら

の
留
学

生

で
あ

る
。

韓
国

の
学
生

が
多

い

ム　
　

の
は
、

推
薦

入
学

の
指

定
高

校

が
あ

る
た

め

で
、

高
校

卒
業

後
直

接
学

部

に
入
学

で
き
る

こ
と

と
、

日
本

と
中
国

の
両

方

を
専
門

に
で
き

る

こ
と
が

魅

力

と
な

っ
て

い
る
。

中

国
語

を
母
語

と

し
な

い
留
学

生

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

は
、

日
本

人

の
そ

れ
と

近

い
た
め
、

日
本

人

の
友
人

を
作

り

や
す

い
。

ムリ
　

特

に
現
地
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は
、

日
本
人

学
生

と

の
接
触

が
濃

密

で
、
中

国

語

以
上

に
日
本
語

の

レ
ベ

ル
が
向

上

し

て
く

る

の
が

興
味

深

い
。

た
だ
、

残

念

な

の
は
、
他

の
国

か
ら

の
留
学
生

が

ご
く
少

数

で
あ

る
と

い
う

現
状

だ
。
志

願
者

自
体

が
極

め

て
少

な

い

の
で
何

ら
か

の
ミ

ス

マ

ッ
チ

が
あ

る

の
だ

ろ
う
。

こ
れ
ま

で
受

け

入
れ
た
非

漢
字

圏

留
学

生

の
入
学

動
機

は
、

筆

者

の
知

る
限

り
、
来

日
前
、

中
国
語

を

学

べ
る
大

学

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト

で
検

索

し
、

現
地
プ

ロ
グ

ラ

ム
が
気

に
入

っ
て
入
学

を
決

め
た

り
、

日

本

語
学

校

で
中

国
人

留
学

生

と
接
触

し
中

国

に
興
味

を
持

っ
た
り

な
ど

そ

れ
ぞ

れ

で
あ

っ
た
。

▽
お

わ
り

に

政
府

は
、

二
〇

二
〇
年

を

目
途

に
留
学

生

三
十

万
人

を
目
指

し
、
各

大

学

に
優

秀

な
留

学
生

の
戦
略

的
獲
得

を
求

め
る

一
方

、

O

D
A
外

国
人

留

学
生

修
学

援
助

費
補

助

金
、

い
わ
ゆ

る

「授

業
料
減

免

学
校

法
人

援
助

」

を
突

如
全

廃

し
た
。

こ
れ
を

受

け
、
減
免

制
度

の
見
直

し

を
検
討

す

る
私

ハけ
　

大

は
多

い
。
政

府

は
短

期
留

学

へ
の
シ

フ
ト

を
誘

導

し

て

い
る

つ
も

り
か

も

し
れ

な

い
が
、

私
大

に
は
国
費

こ
そ

取

れ
な

い
が

そ

こ
そ

こ
優

秀

な
長

期
留

学
生

も
大

勢

い
る

の
だ
。
彼

ら
を

見

て

い
る
と
、

き

っ
と
将

来

日
本

を
助

け

て
く

れ

る
と

い
う
確

信

が
湧
く

。
支

援

し

て
や
り

た

い
と
思

わ

せ

る
。

「
ウ
チ

の
学
生

」

は

そ
ん

な
学
生

だ
。
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図1留 学生数 の推移

(全国 および愛知県内 の大学)

出所:全 国はJASSO調 べ、愛知 県

は国際交流協 会資料 より。
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